
 

 

 

 

 

 昨日、入学式が行われ、新入生４６人が武蔵小学校児童の仲間入りをしました。きっと、２年生以上の

子どもたちが優しく小学校のことを教えてくれることでしょう。 

 さて、話は変わりますが、2050年には日本の人口は 1億人に減り、高齢化率（６５歳以上）は

35％を超えると言われています。人生１００年時代（定年がなくなる？）を支えていくことになる子

どもたちです。ですから、「学び続ける人、自分で考え、判断し、行動できる人」になってほしいと思

います。AIや ICTが発達しても、それに使われるのではなく、使いこなす人になってほしいです。 
 そのためには、学校と家庭が連携し、共通理解を図りながら、同じベクトルで子どもたちの教育を進め

ていく必要があると考えています。 

 

 

 

（１） 考える力を育てる環境を整えること 

昔から「好きに勝るものなし」と言われる通り、子どもたちの知的好奇心を大事にしたいと 

ころです。そのためには、読み聞かせや読書の習慣、体験活動への積極的な参加が大切です。 

また、家庭にスマホ・タブレット・ゲーム機以外のハンドメイドのものを置きましょう。例え 

ば、辞書（紙）・地図・手で操作するパズルや工作物等です。 

  スマホやタブレットの利用過多に注意しましょう。メディア（テレビ、タブレット、スマホ、ゲーム 

機等）の利用については、家庭でルールを作りましょう。 
（２） 自己肯定感・有用感を育てること 

  成長のベースは心理的安全性と自己肯定感・有用感です。そのためには、些細な事でも具体 

的に褒めることが大切です。スモールステップで設定した課題をクリアした時やお手伝いを取 

り組ませたりした時にしっかり褒めましょう。自分で選んだり、判断したりする機会を与える 

と主体性も身に付きます。 

（３） 人間関係調整力を育てること 

   人のストレスの原因の７０％は人間関係だと言われています。よりよい人間関係構築する力を 

身に付けるために、次のことが大切です。 

○ 挨拶と返事がきちんとできる。 

  ○ 言語環境を整える。（「うざい」「むかつく」「きもい」…乱暴な言葉を大人が敏感に感じる。） 

     乱暴な言葉が子どもから出た時に、大人が見逃したり引き下がったりしてはいけません。 
言葉の指導は初期段階の方が効果的だからです。 

  ○ 自分がされて嫌なことは、人に言わない、人にやらない。 

   人間関係調整力は「自転車乗りの練習」と同じです。転びながら身に付いていきます。そし 

て身に付いた力は一生ものです。 

（４） 子どもの自立を促すこと 

子どもの自立を遅らせる原因は保護者の３Kだと言われています。（過保護・過干渉・過剰 

期待）いつも転ばぬ先の杖を準備すると、子どもは自立に向かいません。たまには失敗するこ 

とも大切です。 

   ただし、子どもだけでは解決できない悩みや困りごとを抱えることがあります。困ったときは 

大人に SOSが出せるよう何度も伝えてください。 

（５） 大人の悪口を子どもの前で言わないこと 

学校では、子どもの家族の悪口は絶対に言いません。同様に、先生や学校の悪口は、子どもの 

前では言わないことです。子どもをダメにする最高の方法は、指導者の悪口を言うことです。 

子どもが平日起きている時間は、家よりも学校にいる方が長いです。中でも、担任の先生は 
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７時間～8時間近く接しています。おうちの方が学校・先生のことを信頼し、好意的に感じて 

くれれば、子どもたちも安心して学校で生活できるはずです。学力も伸びます。 
 

 

  学校は未熟な子どもたちが集団生活をするところです。子ども同士のトラブルや困り事は、 

あって当たり前です。また、子どもは「全部ウソではないが、正確ではない」ことも話します。

学校では、困り事やトラブルには丁寧に対応し、解決策を見出します。ご家庭でも気になる 

ことがありましたら、遠慮なくご相談下さい。 
 

 


